
KDS（熊本ドライビングスクール）が傘を寄贈

Monthly Pickup Topics

雨の日はもっとゆっくり走ろう
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熊本大津ライオンズクラブの振る舞い

外食する楽しさを子どもたちに

　町民参加型の「大津町復興シンポジウム」が４月14日に町生
涯学習センター文化ホールで開催され、約300人が参加しました。
　これは平成28年熊本地震を経験した住民の皆さんに改めて
防災について考えてもらいたいと毎年行っているものです。
　熊本地震当時を振り返る映像作品を上映した後、町からの熊
本地震の分析発表。基調講演として熊本大学の准教授竹

たけ

内
うち

裕
ゆ

希
き

子
こ

さんに避難所運営や地域として地震に備える重要性を自主防
災クラブの例を交えながらの話があり、参加者は普段から行っ
ている地域活動からつながる防災の話に深くうなずいていまし
た。

1竹内裕希子さんの講演では
地域で連携して自主防災する
ことの重要性が語られました
2講演中も参加者は熱心に聞
き入っていました3講演終了
後、竹内さんの講演にもあっ
た「避難所初動運営キット」の
展示され参加者は興味深そう
に覗き込んでいました

　若草児童学園の子どもたち約50人が３月27日に「炭
火焼ダイニングD

ダ イ カ ン

AIKAN」に招待され、カレーライスを
振る舞われました。
　これは、熊本大津ライオンズクラブが普段経験する
ことが少ない外食の楽しみを施設の子どもたちにも味
わってほしいという思いから行っているものです。平
成28年熊本地震時には中断していましたが、今回５回
目の取り組みとして行われました。

子どもたちは、振舞われたカレーを笑顔で頬張っていました

　４月から町内小学校に入学する新１年生に熊本ド
ライビングスクール（以下ＫＤＳ）から「ＫＤＳゆるや傘
キッズバージョン」が、３月12日に贈られました。
　雨天時の交通事故発生件数は、晴天時の約５倍と言わ
れています。この傘を見かけたドライバーに、路面状
況や視界の悪さを再確認してもらい、「思いやりのある
運転をして欲しい」という思いを込めて作られています。
贈られた傘は、入学式に新１年生に配布されました。
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「子どもたちのために役立ててください」と
笑顔で語った永
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●
古
い
消
火
器
は
危
険
で
す

　

古
く
な
っ
た
消
火
器
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
と
事
故
に
つ
な
が
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

住
宅
用
消
火
器
の
寿
命
は「
５
年
」で
す
。
全
て
の

消
火
器
に
製
造
年
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
製
造
年

を
確
認
し
て
、
使
用
期
限
が
過
ぎ
た
消
火
器
は
販
売
店

等
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
使
用
期
限
が
過
ぎ
て
い
な
い
消
化
器
で
も
、

腐
食
が
進
ん
だ
消
化
器
や
大
き
な
キ
ズ
や
変
形
し
た

箇
所
が
あ
る
消
化
器
は
、
衝
撃
を
与
え
る
と
破
裂
す
る

恐
れ
が
あ
り
危
険
で
す
。
こ
の
よ
う
な
消
化
器
も
リ

サ
イ
ク
ル
の
依
頼
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

消
化
器
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
際
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

2
0
0
9
年
度
以
前
に
製
造
さ
れ
た
消
化
器
に
は
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ー
ル
を
回
収
窓
口
に
て
購
入
し
、
消
化
器
に
貼

り
付
け
て
か
ら
引
き
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
古
い
消
火
器
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

消
化
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
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受
付
時
間
：
午
前
9
時
〜
午
後
５
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（
土
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祝
日
・
休
日　

正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

●
犬
の
散
歩
マ
ナ
ー
向
上
で　

　

人
も
犬
も
快
適
に
！

　
―
人
も
犬
も
快
適
に
生
活
す
る
た
め
に
基
本
的
な

散
歩
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
―

・
引
き
綱
な
し
の
散
歩
は
危
険
！

　

首
輪
、
引
き
綱
を
つ
け
な
い
散
歩
は
非
常
に
危
険

で
す
。
犬
の
道
路
へ
の
飛
び
出
し
や
、
他
人
へ
危
害

を
加
え
て
し
ま
う
危
険
も
あ
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
公
共
の
場
所
、
他
の
人
の
家
を
汚
さ
な
い

　

犬
の
好
き
嫌
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
犬
の
排
泄
物
の

不
始
末
を
不
快
に
感
じ
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
「
犬
の
生
理
行
為
な
の
だ
か
ら
」、「
犬
の
本
能
な
の

だ
か
ら
」
で
片
付
け
ら
れ
る
問
題
で
は
な
く
、
散
歩

中
で
の
排
泄
行
為
は
マ
ナ
ー
の
問
題
で
す
。
自
分
の

家
の
塀
や
玄
関
前
な
ど
で
、
他
の
人
が
飼
う
犬
に
マ
ー

キ
ン
グ
（
オ
シ
ッ
コ
を
か
け
る
行
為
）
さ
れ
た
ら
、

非
常
に
不
快
に
感
じ
ま
す
。
散
歩
を
さ
せ
る
と
き
は
、

マ
ナ
ー
違
反
な
場
所
に
マ
ー
キ
ン
グ
さ
せ
な
い
よ
う

に
、
し
っ
か
り
と
犬
を
誘
導
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
フ
ン
を
し
た
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
用
意

し
た
紙
な
ど
で
包
み
、
自
宅
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

飼
い
主
に
と
っ
て
、
自
分
の
ペ
ッ
ト
は
家
族
同
然

の
存
在
。
大
切
な
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
お
ざ
な

り
に
せ
ず
、
基
本
的
な
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
、
犬
と
の

散
歩
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
ご
み
減
量
化
補
助
金
が
あ
り

ま
す

　
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
電
動
生
ご

み
処
理
機
な
ど
の
購
入
費
に
対
し
て
左
表
の
と
お
り

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
う
ち
４
割
が
生
ご
み
で
、
そ

の
う
ち
の
８
割
は
水
分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
ご

み
処
理
機
な
ど
を
使
え
ば
そ
の
水
分
の
ほ
と
ん
ど
を

な
く
す
こ
と
が
で
き
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ま
た
、
乾
燥
し
た
生
ご
み
は
肥
料
な
ど
と
し
て
使

う
こ
と
が
で
き
、
経
済
的
に
も
有
効
で
す
。
購
入
を

お
考
え
の
場
合
は
補
助
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

対
象
製
品

補
助
率

補
助
上
限
額

電
動
生
ご
み

処
理
機

２
／
３

４
０
０
０
０
円

コ
ン
ポ
ス
ト
類

１
／
２

３
０
０
０
円

ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト

１
／
２

５
０
０
円
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